
議
員
提
出
第
三
十
四
号
議
案

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
実
用
化
を
求
め
る
意
見
書

二
〇
一
一
年
三
月
に
発
生
し
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
、
現
在
、
日
本
で
は
原
子
力
に
依

存
し
な
い
新
し
い
国
づ
く
り
へ
の
取
組
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の

開
発
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
な
ど
で
、
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。

そ
う
し
た
中
、
国
内
の
天
然
ガ
ス
消
費
量
の
百
年
分
に
も
相
当
す
る
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
が
存
在
す
る

と
の
試
算
も
あ
り
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
地
層
中
で
メ
タ
ン
ガ

ス
と
水
に
分
解
し
、
回
収
す
る
「
減
圧
法
」
に
よ
り
世
界
で
初
め
て
連
続
生
産
に
成
功
、
今
年
二
月
に
は
産

出
試
験
に
向
け
た
事
前
の
掘
削
作
業
が
東
部
南
海
ト
ラ
フ
海
域
で
行
わ
れ
る
な
ど
、
同
開
発
技
術
で
世
界
の

先
頭
を
走
っ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
国
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
多
く
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
日
本
に
と
っ
て
、
国
内
で
資

源
を
開
発
し
、
供
給
源
を
求
め
て
い
く
こ
と
は
、
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
確
立
す
る
上
で
の
国
家

的
重
要
課
題
で
あ
り
、
原
発
依
存
を
段
階
的
に
縮
小
し
て
い
く
た
め
に
も
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
は
貴
重

な
国
内
資
源
と
し
て
一
日
も
早
い
実
用
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
実
用
化
を
本
格
的
に
進
め
る
上
で
必

要
と
な
る
大
幅
な
予
算
措
置
な
ど
の
取
組
を
強
力
に
推
進
す
る
よ
う
次
の
具
体
的
措
置
を
強
く
要
望
す
る
。

一

現
在
の
採
掘
事
業
箇
所
以
外
に
、
可
能
性
の
あ
る
他
の
海
域
で
も
採
掘
が
開
始
で
き
る
よ
う
大
胆
な
予

算
投
入
を
行
う
こ
と
。

二

採
掘
技
術
の
開
発
を
中
心
と
し
た
人
材
の
確
保
や
産
学
連
携
に
、
さ
ら
に
民
間
投
資
を
促
す
国
家
的
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と
、
事
業
の
安
定
性
に
資
す
る
予
算
措
置
を
行
う
こ
と
。

三

単
な
る
開
発
・
研
究
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
将
来
の
経
済
成
長
や
商
業
化
を
見
通
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

四

開
発
技
術
と
商
用
化
の
方
途
を
モ
デ
ル
化
し
、
他
国
の
資
源
開
発
に
も
貢
献
で
き
る
よ
う
、
技
術
と
ノ

ウ
ハ
ウ
の
輸
出
も
検
討
課
題
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
二
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